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キバナオウギ（黄花黄耆）
Astragalus membranaceus Bunge
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2012年度　薬用植物栽培研究会会計報告

繰越金

会員会費

24,058

4,000

計　　　7,378

繰越金

協賛会費

会員会費

冊子代金

抜刷印刷

551,797

280,000

490,000

6,000

37,800

計　1,365,597
合計　1,372,975

合計   　753,848

合計   　619,127

収　入

印刷代　34巻1・2号

抜刷代金（実費分）　　　　　　　　　　　　

送料

会議費

英訳謝礼

角３封筒

印字振込サービス

振込手数料

現　金

口　座

現　金

（口　座）

587,100

39,800

82,268

25,630

5,000

10,500

900

2,650

計　　753,848

支　出

口　座

現　金

583,147

35,980

計　　619,127

残　高

監　査　報　告
　平成24年度（2012）「薬用植物栽培研究会」収支決算について，監査致しましたところ収

支は正確であり，適切に処理されたことを認めます．

　　　2013年 2 月 5 日

　　　　　　　　　　　　監査

　　　　　 　2月20日

　　　　　　　　　　　　監査

2013. 1. 31
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ニュース2 news

【プログラム】

１. 「薬用植物総合情報データベースの構築と今後の展開」

　　川原 信夫（薬用植物資源研究センター長）

２. 「植物成分を利用した健康食品の現状」

　　梅垣 敬三（独立行政法人国立健康・栄養研究所情報センター長）

３.　「生薬の基原の名称，生薬の性状記載について」

　　寺林 進（横浜薬科大学教授）

４. 「日本の品種登録制度と薬用植物品種」

　　石井 裕一郎（農林水産省食料産業局新事業創出課種苗審査室審査官）

５. 「ジオウの育種研究」

　　川西 史明（株式会社栃本天海堂顧問）

６. 「特定保健用食品に含まれる機能成分の分析と規格設定について」

　　松本 輝樹（独立行政法人国立健康・栄養研究所食品保健機能研究部室長）

【フォーラム会場等交通案内】

開催日時：平成25年７月９日（火）10：00～17：00

開催場所：つくば国際会議場２階 中ホール200

　　　　　〒305-0032 茨城県つくば市竹園２-20-３

　　　　　TEL：029-861-0001　FAX：029-861-1209

交　　通：つくばエクスプレス「つくば駅」徒歩10分

懇親会場：つくば国際会議場内「レストランエスポワール」

　　　　　　　　　　【問合せ先】

(独)医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター筑波研究部

（担当：鳥海）

〒305-0843　茨城県つくば市八幡台１-２

TEL：029-838-0571　FAX：029-838-0575

薬用植物フォーラム 2013 プログラム

主催：(独)医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター
日時：平成25年７月９日（火）10：00～17：00
場所：つくば国際会議場２階 中ホール200
　　　（〒305-0032 茨城県つくば市竹園2-20-3）
　　　（TEL：029-861-0001 FAX：029-861-1209）









キバナオウギ（黄花黄耆）
Astragalus membranaceus Bunge

（マメ科ゲンゲ属）中国西北部，内蒙に自生，茨城県など日本各地で栽培の

多年草．栄養ドリンクの成分としても知られている．

　秋に根を掘り取り，水洗いして細根を取り除いて，日干しにして乾燥した

ものを生薬で黄耆という．

フラボノイドのホルモノネチン・サポニンのアストラガル

シドⅠ～Ⅷ
利尿・血圧下降・止汗・強壮

主 要 成 分

主 な 薬 効

表 紙 の 写 真



キバナオウギの実験栽培 キバナオウギ生根キバナオウギ（実）
北海道の薬用植物栽培と生薬調製

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科附属薬用植物園

菅平薬草栽培試験地

オオブカトウキの実験栽培川芎の湯通し温度の違いによる断面の色変化センキュウの地下部

学生実習光景薬用植物園管理棟薬用植物園入口

ダイオウ薬草見本園ログハウス研修棟
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